
復興へ歩む東北産業界
産学官の底力でイノベーション推進

新
た
な
産
業
の
芽
　

自
動
車
関
連
が
好
調

　
東
北
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
１
年
。
被
災
し
た
東
北
の
産

業
界
は
復
旧
に
全
力
を
注
い
で
き
た
。
津
波

の
被
害
が
激
し
か
っ
た
太
平
洋
沿
岸
部
と
東

京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の

問
題
を
抱
え
る
福
島
の
避
難
区
域
で
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
内

陸
を
中
心
に
企
業
の
生
産
水
準
は
震
災
前
に

近
づ
い
て
い
る
。

　
東
北
経
済
産
業
局
が
ま
と
め
た
今
年
１
月

の
鉱
工
業
生
産
指
数

速
報
値
、

年

１

０
０

は
、
前
月
比
４
・
２
％
増
の

・

５
。
震
災
前
の
昨
年
２
月
の

・
６
に
は
及

ば
な
い
が
、

を
超
え
た
の
は
震
災
後
初
め

て
だ
。

　
指
数
の
回
復
は
被
災
企
業
の
懸
命
の
努
力

に
よ
る
生
産
復
旧
に
加
え
、
自
動
車
関
連
産

業
な
ど
東
北
に
と
っ
て
新
た
な
産
業
の
登
場

が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　
岩
手
県
金
ケ
崎
町
の
関
東
自
動
車
工
業
岩

手
工
場
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
昨
年

月

に
発
売
し
た
新
型
小
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

「
ア
ク
ア
」
の
生
産
が
好
調
だ
。

１
月
に
２
万
台
、
２
―
３
月
に
各
月
３
万
台

を
生
産
す
る
計
画
。
同
工
場
は
フ
ル
生
産
が

続
い
て
お
り
、
既
存
の
生
産
車
種
を
他
工
場

に
移
管
す
る
な
ど
し
て
ア
ク
ア
の
好
調
な
受

注
に
対
応
し
て
い
く
。
関
東
自
の
服
部
哲
夫

社
長
は
「
ア
ク
ア
を
東
北
復
興
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
、
被
災
企
業
の
復
旧
と
同
時

に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ
の
東
北
で
の

生
産
体
制
強
化
や
、
半
導
体
製
造
装
置
の
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
の
宮
城
新
工
場
稼
働
な

ど
、
東
北
に
新
た
な
産
業
集
積
も
進
展
し

た
。
地
場
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
に
と
っ
て

も
、
新
分
野
へ
の
参
入
や
取
引
拡
大
の
チ
ャ

ン
ス
は
広
が
っ
て
い
る
。

　
東
北
は
震
災
前
か
ら
ア
ジ
ア
な
ど
新
興
国

と
の
競
争
、
事
業
再
生
な
ど
複
数
の
課
題
を

抱
え
て
い
た
。
震
災
、
原
発
事
故
は
、
厳
し

い
東
北
経
済
の
状
況
に
一
段
の
重
し
を
加
え

た
。
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
被
災
地
は
じ
め

東
北
地
域
は
衰
退
す
る
。
今
年
１
月
の
あ
る

講
演
会
で
東
北
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

の
大
滝
精
一
教
授
は
「
震
災
復
興
を
マ
イ
ナ

ス
材
料
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
復
興
が
新
産

業
を
育
て
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
震
災
後
、
国
や
自
治
体
の
復
興
計
画
に
も

関
連
し
て
、
東
北
に
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
分
野
、
健
康
・

医
療
・
福
祉
分
野
な
ど
新
た
な
産
業
の
芽
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
国
の
資
金
は
復
興
に
不

可
欠
だ
が
、
同
時
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
す
る
東
北
の
産
学
官
の
底
力
が
試
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
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